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水稲品種「出羽きらり」の多収及び低コスト生産の条件の確立
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1　はじめに

　米の消費量は年々減少を続けており、主食用米の需

要減少分は加工用米、新規需要米等の非主食用米の生

産拡大で対応している。新規需要米の中でも輸出米は

年々取扱量が増加しており、今後も需要の拡大が見込

まれているが、輸出米に求められる価格は主食用米に

比較して低く、生産者の所得確保には生産費を抑えた

栽培技術の確立が必要である。山形県内で輸出米とし

て取り扱われる銘柄はほぼ「はえぬき」であり、2021

年に山形県内で新規需要米をほぼ輸出米で取り扱った

農協では、2021 年産の新規需要米の JA概算金は 6,400

円 /60kg と低価格であった。

　「はえぬき」を取り扱う輸出業者への聞き取りを行っ

たところ、「はえぬき」同等の食味と業務用米適性を

持つ銘柄であれば輸出米として取り扱いの可能性があ

るとの回答であった。山形県が育成した水稲品種「出

羽きらり」は、多収であり、酒造用掛米としての利用

が想定されているものの 1)、品質、食味とも良好であ

り、主食用用途としても利用可能である。

　そこで、多収性品種「出羽きらり」の最大収量およ

び最大収量が得られる収量構成要素と、その際の品

質、食味、炊飯関連特性、施肥条件、コスト等を整理

し、輸出米においても利益が確保できる多収低コスト

栽培技術体系を確立する。

2　試験方法

　供試品種を「出羽きらり」とし、2010、2019 ～ 2021

年に山形県農業総合研究センター（山形市）及び山形

県農業総合研究センター水田農業研究所（鶴岡市）で

試験を行った。移植は 5 月中旬～下旬に手植えとし、

栽植密度は 22.2 株 /m2 とした。基肥は窒素成分で 0.2

～ 1.0kg/a とし、追肥は窒素成分で 0.2kg/a を出穂

30 日前または出穂 25 日前に施用した。防除等、その

他の耕種概要は地域慣行とした。玄米は 1.9mm 以上の

粒厚の粒を精玄米とし調査に供試した。玄米は千粒重

を測定し、玄米粗タンパク質含有率は近赤外分光装置

（Infratec1241 F 社製）、整粒歩合は穀粒判別機（RGQI 

90A S 社製）で測定した。試験用精米機（VP-32T Y 社

製）を用いて精玄米を重量ベースで 90% を目標に搗精

し、精米とした。精米後に砕米率を測定し、炊飯後に

炊飯増加率を測定した。食味官能試験は試験年次と同

一年次に栽培された山形県農業総合研究センター水田

農業研究所産の「はえぬき」を基準米とし、山形県農

業総合研究センター水田農業研究所の職員をパネリス

トとして実施した。稲体の窒素吸収量は、窒素含有率

を全窒素・全炭素分析装置（NC-220F S 社製）で測定し、

乾物重に乗じて求めた。コストは山形県の米生産費 2)

を参考に、山形県内の標準的な栽培体系、2021 年の

肥料、農薬価格、JA 概算金、水田リノベーション事

業助成金で試算した。

3　試験結果及び考察

　「出羽きらり」は m2 当たり籾数が増加すると収量も

増加し、籾数 35 千粒 /m2 で収量 70kg/a、38 千粒 /m2

で 72kg/a 程度となった（図 1）。籾数が 40 千粒 /m2 以

上となっても収量は増加しなかったため、「出羽きら

り」の最大収量は、籾数 38 千粒 /m2 で 72kg/a 程度と

考えられた。籾数 38 千粒 /m2 の穂数は 520 本 /m2（図

2）、精玄米粒数歩合は 78%（図 3）であり、一穂籾数

は 73 粒 / 穂、玄米千粒重は 24.2g と考えられた。籾

数 38 千粒 /m2 の際の成熟期の窒素吸収量は 13g/m2 程

度であり（図 4）、施肥窒素量は 1.0kg/a 程度であった

（表 1）。

　m2 当たり籾数が増加すると整粒歩合が低下、玄米粗

タンパク質含有率が増加し、籾数 38 千粒 /m2 の際の

整粒歩合は 70% 程度、玄米粗タンパク質含有率は 7.5%

程度であった（図 5、6）。食味官能評価は「はえぬき」

並からやや劣っていた（図 7）。整粒歩合が高いほど

砕米率は低下、玄米千粒重が重いほど炊飯後の重量増

加率が上昇するものの、籾数 38 千粒 /m2 時の整粒歩

合 70%、玄米千粒重 24.2g の条件においては、砕米率、

炊飯後の重量増加率ともに「はえぬき」並であり（図

8、9）、収量 72kg/a でも業務用米として十分な食味特

性を持ち、輸出米として取り扱いが可能であると考え

られた。



の整粒歩合70％、玄米千粒重24.2gの条件においては、

砕米率、炊飯後の重量増加率ともに「はえぬき」並

であり（図8、9）、収量72kg/aでも業務用米として十

分な食味特性を持ち、輸出米として取り扱いが可能

であると考えられた。 

 「出羽きらり」の経営試算を行ったところ、「はえ

ぬき」と比較して生産費が16％削減となり、窒素単

肥栽培を組み合わせることで21％削減となった。い

ずれも農業純収益は黒字であり、輸出米の生産にお

いても利益を確保できると考えられた（表2）。 

 

４ まとめ 

 

 「出羽きらり」の最大収量は72kg/aであり、必要

な籾数は38千粒/㎡、総施肥窒素は1.0kg/aである。

業務用米の適性が「はえぬき」並であることから、

輸出米として利用可能である。生産コストは「はえ

ぬき」比で16～21％の削減となり、輸出米生産にお

いても利益が確保できる。  
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 a）三角のシンボルは「はえぬき」  

表１ 籾数と施肥窒素及び窒素吸収量 

a）該当する籾数レベルの試験区の平均値  

図８ 玄米品質と砕米率 図９ 千粒重と炊飯後重量 
a）三角のシンボルは「はえぬき」  
b）炊飯前の精米重量に対する炊飯

後の重量の比率を炊飯増加率と
した。  

a）10ha 規模の水稲単独経営体、共乾施設利用とし試算した。  
b）施肥体系は基肥＋追肥 1 回とし、施肥窒素は「はえぬき」は基肥

0.6kg/a、追肥 0.2kg/a、「出羽きらり」は基肥 0.8kg/a、追肥
0.2kg/a とした。  

c）種苗費は、「はえぬき」、「出羽きらり」ともに単価 450 円/kg、使
用量 4kg/10a として試算した。  

d）新規需要米は 2021 年の水田イノベーション事業助成金 40 千円 /10a
を農業総収入に加えた。  

e）カッコ内は「はえぬき」比  

表２ 生産コストの試算結果 

図１ 籾数と収量 図２ 穂数と籾数 図３ 籾数と精玄米粒数歩合 

図４ 窒素吸収量と籾数 図５ 籾数と玄米品質 図６ 籾数と食味関連形質 図７ 籾数と食味 
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32,000 ～ 36,000 0.72 10.4

36,000 ～ 40,000 0.97 13.1

籾数レベル

粒/㎡
肥料種類 化成肥料 化成肥料 化成肥料 窒素単肥

土壌改良資材 あり あり あり なし

肥料費（円/10a） 8,195 8,195 9,307 1,959

単収（kg/10a） 580 580 720 720

単価（円/60kg） 10,000 6,400 6,400 6,400

全算入生産費 110,369 110,369 115,466 107,978

（円/10a） (100) (100) (105) (98)

全算入生産費 11,417 11,417 9,622 8,998

（円/60kg） (100) (100) (84) (79)

農業純収益
（円/10a）

▲ 13,702

出羽きらり
（新規需要米）

はえぬき
出羽きらり

（新規需要米）
品種

▲ 8,502 1,334 8,822

はえぬき
（新規需要米）

－ 6 －

　「出羽きらり」の経営試算を行ったところ、「はえぬ

き」と比較して生産費が 16% 削減となり、窒素単肥栽

培を組み合わせることで 21% 削減となった。いずれも

農業純収益は黒字であり、輸出米の生産においても利

益を確保できると考えられた（表 2）。

4　まとめ

　「出羽きらり」の最大収量は 72kg/a であり、必要な

籾数は 38 千粒 /m2、総施肥窒素は 1.0kg/a である。業

務用米の適性が「はえぬき」並であることから、輸出

米として利用可能である。生産コストは「はえぬき」

比で 16 ～ 21% の削減となり、輸出米生産においても

利益が確保できる。 
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